
象鋼研究Fish Pathology 19 (1) 57-63, 1984. 6

サンマに寄生する甲殻類について
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1983年のサンマに関するトピックスとしては,寄生

虫が大きな問題になったことが先ずあげられよう。従来

から,通称"シラミ"と呼ばれる寄生性槙脚類の一種サ

ンマウオジラミ　Caligus macaroviが体表に寄生するこ

とは知られていたが,大きな問題となることはほとんど

なかった。しかし1983年に漁獲されたサンマには,体

長数cmにも及ぶ細長い黒紫色の大型寄生虫が高率にみ

られ,漁師や仲買人のみならず,秋の味覚としてサンマ

を買った消費者を大いに驚かせた(長揮ら, 1984),この

ため,魚類寄生虫学を専門とする筆者のところには,漁

業関係者や報道機関を始めとして大学の医学部や保健所

などから多くの問い合わせがあり,連日,その応対に追

tSBSS

一方,検討の結果,問題の寄生虫はサンマウオジラミ

と同じ寄生性槙脚類の一種サンマヒジキムシ　Pennella

sp・と判明した。従来,この属のサンマへの寄生は,北

米西岸沖に分布する北東太平洋系群でしか知られておら

ず,北西太平洋系群や中央太平洋系群にほ寄生しないと

言われてきたた軌　その由来と系群指標としての寄生虫

についてサンマ研究者の間に関心がにわかに高まった。

それは,北太平揮に広く分布するサンマを上記三系群に

分ける際,寄生虫札特にPennella属の寄生の有無が

去別の大きな根拠のひとつとなったからであるoこのた

め,サンマ資源を研究する機関のなかには,寄生虫のデ

~タを取り始めたところもあると聞いている。

魚類寄生虫を研究する際,多くの人が困るのは適切な

◆　北海道立釧路水産試験場

文献が見つからないことであるoサンマの寄生虫につい

ては,幸いにも堀田(1964)がその著書「サンマ資源」の

なかで要鋲よくまとめているので,大いに参考になろ

う。しかし∴最近ではその記述に不十分な点や誤ったと

ころがみられるようになってきた。そこで,本報では今

回問題となったサンマヒジキムシを含めてサンマの寄生

性甲殻類について,これまでに得られている知見を整理

するとともに,筆者のもっている情報を紹介して,今後

の研究の参考に供したいO

寄生性槙脚類

日本近海のサンマからほ,これまでに次の3科3属4

種の寄生性槙脚類が報告されている。

ウオジラミ科Caligidae

サンマウオジラミ　Caligus macaroviGusev, 1951

ペンネラ科Pennellidae

サンマヒジキムシPe〝nella sp.

エラジラミ科Bomolochidae

ダツエラジラミ(新称) Bomolochus bellows

BURMEISTER, 1835

ムロアジュラジラミ(新称) Bomolochus decapteri

Yamaguti, 1936

サンマウオジラミ(図1)

サンマの寄生虫といえば本鐙のことを指すくらいよく

知られた寄生虫で,漁業BS臨書は通常"シラミ"と呼称

している。

もともと日本臣産マルソウダ.トラフグ,サンマおよ
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図1-3.サンマに寄生する境脚類. 1.サンマウオジラミ, a.雄, b,雌, 2.グッエラジラミ'

3.ムロアジエテジヲミ(1, Shhno,1954;

ぴキ,.ウ1)ウオからGusev(1951)により新種記載され

たものであるが,わが国では,当初,別の種類として報

告された。すなわち, Shhno (1954)は三重県尾鷲市内

の魚市場のサソマからウオジラミ類の一種を得, Caligus

fulvipurpureus　として記載した。彼はその後これをさら

に詳細にわたって再記載した(Shiino, 1956)が,北米産

の　C. klaweiを報告した際, C. fulyipurpureusを　C.

macaroviの同種異名種として取扱い(Shiino, 1959a),

さらにメキシコ産スマ類の一種からC. macaroviを記載

した時に両者の形態を比較して　C.fuhipurpureus　がそ

の同種異名種であることを確認した(Shhno, 1959b)0

その大きさほ雌5-6.4mm (Gusev, 1951)で,雄は

これよりも小さい。体表に茶褐色の色素が散在する。背

甲は扇平で卵円形を呈し,体前縁の1対の小吸盤,鈎状

の第二触角および鉄状の第二顎脚を使って宿主の体表に

寄生する。

サソマヘの寄生が報告された水域は,日本周辺では三

陸近海(堀田, 1962) ,道東・甫千島沖合(SOKOLOVSKn,

1969; Baeva, 1970;和田, 1980),伊豆大島近海(倉田,

1964)および日本海(Gusev, 1951; Nishimura, 1964)

である　Kazachenko et al. (1972)も太平洋北西部の

サンマから本種を得ているが,その詳しい位置は不明で

あるOまた,柱野(1960)はカムチャツカまで分布する

と述べているものの,その根拠は明らかでない。このほ

か,本種は北米西岸沖のサソマにも寄生することが知ら

れている(Sokolovskh, 1969; Baeva, 1970; Hughes,

1973)。ところで, Sokolovsioi (1969)によると,ア1)

2, Shiino, 1957; 3, Yamaguti, 1936)

ユーシャン列島の南方沖合で漁獲したサソマには本種の

寄生は認められないとしているが,最近,筆者によって

中央太平洋産サンマにも本種が寄生していることが確認

された(長浮, 1982),北太平洋の極前線以北に広く分布

するサケ・マス類の豊度を調べるために西経177度以西

の水域で日本の調査船が毎年春-夏季に流網を用いて漁

獲試験を実施しているが,その際に混獲されたサンマを

検査したところ,東経170-173度,北緯42-48度の

水域では751尾中24尾(寄生率3.2?ら)に寄生がみら

れた0

本種が主に寄生する部位はサンマの腹側体側で,寄生

によって生じた傷跡もそこに多くみられる(図4)。この

ことについてNisfflMURA(1964)紘,その原因はよく分

らないが,宿主体表の背側と腹側での物理化学的な性質

(体色・柔らさ・弾力・粘液分泌など)の違いや虫体の太

陽光線からの回避が関係しているのではないかと述べて

3M!

また,三陸近海で漁獲されたサンマを材料に傷跡の出

現状況を調べた堀田(1962)によれば,魚体の大小およ

び左右両側でその出現にほとんど差はなく,漁場の表面

水温が高いほど多くの傷跡がみられたという。同様な漁

場水温と寄生状況との関係は日本海産サンマでも認めら

れ沿岸域の高水温漁場ほど沖合域の低水温漁場に比べ

て寄生率は高かったという(NISHIMURA, 1964)。

サンマヒジキムシ

1983年に大きな問題となった寄生虫であるが,実は
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図4.サンマウオジラミの寄生部位および寄生によってできた傷跡の位置.上から寄生魚9尾,

18尾, 58尾分の結果を示す(NISHIMURA, 1964)

1981年9月に北海道南東沖合で漁獲されたサンマにす

でに寄生が確認されていた(NagAsawa, 1984)。主な寄

生部位は腹鰭と胸鰭の基部で,特に前者に多い(長浮,

1984)c　数個体がこれらの部位に集中して寄生すること

もまれではない。

現在のところ,種名を決定せずにいるが,これは

pennella属の分類がまだ完成していないためであるO

寄生性甲殻類の分類学の泰斗Z. Kabata博士(1979)

によれは,鯨類からの5種を含めてこれまでに30種以

上のPennella属が報告されているが,そのほとんどの

種の記載は不十分で,信類に足る分類形質はみつかって

いないという。今回問題となったサンマヒジキムシもこ

うした点を踏まえて種名を決定していない。同博士は本

属の分類の再検討を予定しており,筆者の得た標本も氏

のもとに送付してあるので,近い将来その種名の決定が

なされると思われる。

一方,本種ほ寄生虫としてはかなり大きいものであ

るo頭胸部は宿主の腹腔内や筋肉内に穿入させている

那,成熟した雌虫になると外部に霞出した胴部の長さだ

けでも数cmあり,これに卵嚢の長さを加えると15cm

にも達する。また,体色が黒紫色を呈しているため,普

わめて目につきやすい(図5)。

筆者が初めて本塩を確認した1981年の寄生率は道東

海域で0.7%と低かったが, 1982年に東経173度以西

図5.サンマヒジキムシが寄生したサンマ
(長浮ら, 1984)

の北太平洋とオホーツク海から多くのサソマを得て検査

したところ,北西太平洋(143-160度),中央太平洋

(160-173度)およびオホーツク海でそれぞれ8.1%,

5.7%, 4.5%という寄生率であった(Nagasawa, 1984)。

そして,この時点では本種の寄生はほとんど問題となら

ず,僅かに岩手県の加工業者が``虫取り"を行なったと

いう情報があったほかは,北海道区水産研究所および岩

手県・福島県・千葉県の各水産試験場のサソて研究者が

この奇妙な寄生虫に気づいた程度であった。ところが,

1983年8月に漁船によるサソマ漁が解禁されると北海

道東方沖合で漁獲されたサンマに本種の著しい寄生が認
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められ,虫の付いたサンマが店頭で販売されたため,大

きな騒ぎとなった(長薄ら, 1984)c　特に解禁直後の8月

下旬には標本によって`は寄生率が60%を越すこともあ

り,虫の付いていないサンマのほうが少ないということ

もしばしばであった。一般に寄生虫という言葉のもつイ

メージはきわ埼て悪く,しかも本種は大きくて人目につ

きやすいものであったから,その安全性と分類学的位置

に関する問い合わせが筆者のもとに殺到した。その範囲

は筆者の住む北海道はもとより,東北・関東・関西地方

にまで及び,今回の寄生虫騒ぎによって筆者は日本人の

寄生虫に対する食品衛生的な関心の強さを改めて認識し

た次第である。

他方,日本近海域からの本種の発見は,別の意味でサ

ンマ研究者の関心を呼んだ。それは,従来Pennella属

のサンマ-の寄生は北米西岸沖の北東太平洋系群では報

告されていたが(Eberhardt, 1954; Sokolovskh, 1969 ;

Baeva, 1970; Hughes, 1973),北西太平洋系群や中央太

平洋系群では知られていなかったからである,SOKOLOV-

sKM(1969)はアジア側とアメリカ。側のサンマの寄生虫相

を比較し, Pennella属の寄生はアメリカ側のものだけに

認められると報告した。また, Baeva (1970)も同様の

調査を行ない,同じ結論を得た。サンマは日本人に好ま

れる大衆魚の-租で,これに本種のような大型寄生虫が

高率に寄生していたならば,これまでにもすぐ問題とな

ったはずである。しかし,実際にわが国ではそういった

ことは認められておらず,文献上での記載もない。多く

の研究者にとってはまさに"突然虫が湧いてきた"とい

う感覚であった。この点に関L Nagasawa (1984)は,

北西太平洋系群や中央太平洋系群における本種の寄生率

は過去にはきわめて低かったのだろうと述べ,近年その

寄生率が上昇していることを示唆したO先に述べたよう

にPennella属の分類の不十分さから,北米のものと今回

のサンマヒジキムシが同種であるか否かについては早急

に結論を出せないが,今後,分類学的研究や寄生状況の

経年変化などの研究が進むにつれて,その地理的分布や

個体群変動が明らかになると思われるO

ダツエラジラミ(図2)

サンマ研究者でも本種の寄生に気づいている人は案外

少ない。鯉蓋内面や鯉腔に主に寄生し,時々鯉弁上にも

みられる。

本種の学名は最近Ho etal. (1983)によって前記のよ

うにBomolochusbellowsとされたが,サンマに寄生す

るものはそれまでB. tumidusとされていたo　これは

Shhno (1957)が三重県尾鷲沖で漁獲されたサンマより

得た個体を新種と認め命名したものである。また筆者は

本種の学名をYamaguti (1963)にしたがってArtacolax

tumidusと報告した(長揮, 1982)が,ここでB. bellones

と改めたいO　その分類学的論議に関しては　Ho et al.

(1983)に詳しいので,参照して頂けば幸いである0

本種の大きさは雌1.70mmで,頭胸部は全長の三分

の一以上を占める。第-触角には刺毛を備え,卵嚢の長

さは1.12mmである(Shhno, 1957)。

寄生率は比較的高く,長津(1982)は日本近海のみで

なく中央太平洋産サンマにも本種の寄生を確認した。サ

ンマ以外では国内のサヨリ(Yamaguti and Yamasu,

1959; Ho et al., 1983),テンジクダツ類(Yamaguti,

1963)およびダツ(Cressey and Collette, 1970)から報

告があるほか,インド洋・太平洋・大西洋および地中海

のダツ科魚類に広く寄生が認められている(Cresseyand

COLLETTE, 1970)。なお, Shiino (1959c)は本種の同種異

名種とされたB. tumidusを-マダツから待ているが,

その個体は現在では別撞Nothobomolochus gibberとさ

れている(CressEy and Collette, 1970)。

ムロアジ工ラジラミ(図3)

本種は, Yamaguti (1936)が日本海産マルアジの鯉蓋

内面より得たものを新種として記載したものである。そ

の後,彼は太平洋産マアジの紐から本種を採取し(Ya-

MAGUTI, 1939),その著書"Parasitic Copepoda and

Branchiura ofFishes"のなかでサンマ,サヨリおよびウ

ミタナゴを宿主として付け加えた(Yamaguti, 1963)。

また, Baeva (1970)も本種をサ・STから得ているb　し

かし,彼らがサンマを得た場所の詳細は不明で,本種の

サンマからの記録もこれら以外になく,寄生状況につい

ては一切知られていない。

なお,本種の記録としては市原ら(1964)が駿河樗産

マアジより得ているほか,最近, Ho(1983)が日本海の

オキタナゴ・ウミタナゴおよびマアジより採取して形態

を再記載している。

寄生性等脚類

最近,サンマの鯉腔内に寄生するウオノ工科Cymo-

thoidaeのサヨリヤドリムシと思われる等脚類が和田

(1982)によって報告されたo　彼はその種名を決定する

に至らなかったが,筆者が富山市科学文化セソクーの市

村　昇博士に同定を依頼したところ,この等脚類はサヨ

リヤド1)ムシIrona melanosticta Schioedte et Meinert,
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図6.鯉臆にサヨリヤドリムシの寄生を受けたサンマ

1884　図6)に間違いないことが確認された。

本瞳は　Schioedte and Meinert (1884)がわが国や

サンドウィッチ諸島から得た個体をもとに新種として記

載したものである。国内ではその和名の由来となったサ

ヨリに広く寄生し,これまでに瀬戸内海,陸奥湾,佐渡

近海および仙台湾から報告されている(平岩, 1934;樵

野, 1951; Nunomura 1981;関野1982)t　しかし,そ

の宿主特異性は余り厳密でないようで,サヨリ以外では

Thielemann (1910)が岡山産ダツ頬の一種と構浜産不明

魚種から本種を記載したほか,関野(1982)は仙台湾産

メジナ,タロダィ,コトヒキ,,チダイと女川汚産メジナ

ふら本種を得た。また,最近になって養殖ブリ稚魚に本

塩の寄生が高率に認められ,寄生状況・宿主範囲・病害

性・駆除など一連の研究がなされた(畑井・安元1980,

1981, 1982a,b)。国外では南アフリカ(Barnard, 1914),

オーストラリア(Hale, 1929)およびニュージーランド

(StephEnson, 1969)から報告されている。

サンマに寄生する本種の体長は,雌15-20mm,雄

8-10mmで雌が雄よりも大きい。体色は黄白色ないし

は黄褐色で背面に小黒点が散在する。宿主の鯉隆内では

鯉蓋に背を向け,頭部を前方に向けているoその寄生率

ほ低く, 1981年8-9月に北海道から千島列島にかけて

の東方水域で採集されたサンマでは2-6?もの範囲であ

ったという(和田, 1982)c

一方,筆者も道東沿岸域および沖合域で本種のサンマ

への寄生を確認したほか,前記サケ・マス調査船によっ

て採集された中央太平洋産サンマに寄生率は低いもの

の,その寄生を認めた(長浮, 1982)t　これは,現在想

定されているサンマの北西太平洋系群と中央太平洋系群

について重大な意味をもつものと思われるOすなわち,

サヨリヤドリムシはわが国の沿岸,特に内湾表層にすむ

61

サヨリに普通にみられる寄生虫(推野, 1969)で,その

分布の中心および感染の場は沿岸域にあると考えられる

たサ,寄生を受けていた中央太平洋産サンマは日本近海

域の北西太平洋系群から補給されたものとみることがで

きるからである。ちなみに,筆者が岩手県水産試験場の

好意で初夏に三陸沿岸を北上する中型サンマを調べたと

ころ,本種の寄生率は50%と高く,サンマにおいても

その感染が沿岸域で起きていることが裏付けられた。北

太平洋におけるサンマの分布を論じた小達(1977)によ

れば,地理的分布を基盤にすれば北西太平洋系群と中央

太平洋系群は区別できるとしながらも,北西太西洋系群

に由来する推仔魚の一部は央太平洋系群に補給されるだ

ろうと述べ,両系群は決して独立していないことを示唆

した。筆者のサヨリヤドリムシを用いた両系群に対する

考えほこれを支持するものであり,今後,その寄生状況

を追跡することによって回遊経路や加入量が明らかにな

るであろう。

宿主に与える影響

今,述べた寄生性甲殻類のうち,サンマに対する病害

性が比較的よく研究されたものはサンマウオジラミだけ

である0　本種が寄生すると,サ./マの体表に4-5mm

径の円形あるいは楕円形の傷跡が形成され,しばしば皮

下の筋肉が露出する(掘臥1962; Nishimura, 1964)c

これは,虫体がサソマの皮膚をかじり取ったために生じ

たもので, 1尾当り10個以上の傷跡がみられることも

まれではない。堀田(1962)紘,本種が侵す範囲はサン

マの表皮と粘液質だけであると記しているが,傷口の筋

肉が露出することや鱗下に虫体がみられることから,本

種が表皮のほか真皮も貫通して筋肉層にまで達している

ことは明らかである。また,サンマの月巴満度とその傷跡

の出現率・数との関係を検討すると,これらの間には負

の相関が認められ,本種の寄生によりサンマの肥満度は

低下する(城田, 1962)(

サンマヒジキムシはその体前部をサンマ?体内深く穿

入させているので,宿主に与える影響も大きいと考えら

れる。しかし,その寄生によってサンマの肥満度が著し

く低下することはない(長浮ら, 1984)c　また,北米では

Pennella sp.の寄生によってサンマの体表に丸い小さな

傷跡ができることが知られている(Eberhar。T, 1954)。

一方,サヨリヤドリムシの寄生を受けたサンマは,虫

体が固着していた部位の鯉弁が欠損する(和田, 1982) ,

本瞳による同様な症例は,わが国の養殖プリ推魚(畑

井・安元, 1980)やニュージーランド産魚類(Stephenson,
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1976)でも知られ,メジナに寄生した場合にはその成長

を著しく阻害することが報告されている(畑井・安元,

1981, 1982),サンマの成長にも本種はかなり悪影響を

及ぼすと考えられ長津(1982)によれば本種の寄生し

たサンマの肥満度は低かったという。
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